
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－多摩こども郷土資料館が残した記憶－ 

202610.17 (土) ▶12.13 (日) 
 

 

多摩を見つめた資料館 

東京文化財ウィーク 2026企画事業 

多摩ふるさと資料館 2026（令和 8）年度特別展 

 

主催：多摩市教育委員会 問合せ：教育振興課文化財係 電話：042-338-6883（直通） 

多摩こども郷土資料館 展示室／多摩市教育委員会撮影 

会 場／多摩ふるさと資料館  ２階多目的室 

開 館 時 間／９時～１６時３０分 

休 館 日／１１月９日（月）    

入 場 料／無料  

 

多摩ふるさと資料館 

公式 HP 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈交通案内〉 

◆バスでお越しの方 

【多摩市ミニバス】 

「貝取北公園通り」バス停下車徒歩 1分 

・永山駅から多摩センター駅行 01番乗り場：5分乗車 

・多摩センター駅から永山行 9番乗り場：12分乗車 

◆車でお越しの方 

校舎裏の駐車場（有料）をご利用ください。 

 

【京王バス】 

「貝取北センター」バス停下車徒歩 5分 

・永山駅から多摩センター駅行 1番乗り場：9分乗車 

・多摩センター駅から永山駅行 8番乗り場：16分乗車 

・聖蹟桜ヶ丘駅から多摩センター行 7番乗り場：14分乗車 

 

多摩市立多摩ふるさと資料館 

（〒206-0012 東京都多摩市貝取 1-26-1 KITAKAIさんぽ館内 電話：042-400-5591） 

「多摩こども郷土資料館」は 1998（平成 10）

年～2025（令和 7）年まで多摩市貝取で開設して

いた私設の資料館です。資料館を運営していた濱

田家ゆかりの資料を中心に、古くは江戸時代から

多摩ニュータウン開発前後まで、多摩市の歴史を

伝える重要な資料が展示されてきました。 

多摩こども郷土資料館が閉館した後、展示され

ていた資料を含む濱田家の資料は多摩市に寄贈さ

れ、現在は次世代に継承していくための手続きや

整理作業が行われています。 

本展では、多摩こども郷土資料館で展示されて

きた資料を改めて紹介し、資料と共に濱田家と多

摩市の歴史を振り返ります。 

 

＊展示解説＊ 

当館学芸員が展示の見どころを解説します。 

日時：10月 31日（土）、11月 21日（土）、12月 5日（土）／各回 14時～（30分程度） 

10月 31日（土）は、多摩こども郷土資料館の濱田正喜氏をお迎えし、多摩での暮らしの思い出や、

展示の資料についてお話しいただきます。 

事前申し込み不要。多摩ふるさと資料館 2階多目的室にお越しください。 

東京文化財ウィーク 2026企画事業／多摩ふるさと資料館 2026（令和 8）年度特別展 

 

多摩を見つめた資料館－多摩こども郷土資料館が残した記憶－ 

【関連イベント】 

雉カゴで作ったランプシェード／多摩市教育委員会撮影 

移転前の濱田家（昭和初期頃）／多摩市教育委員会所蔵 濱田家の門／多摩市教育委員会撮影 


